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The　present　study 　explored 　the　effect 　of 　thymoqulnone （TQ）against 　amybid β（Aβ）

induced重oxicity 　on 　cu 且血 red 　rat　primary　cortical 　and 　hippocampal　neurons ．　The　results
show 巳d　that　adminis 【ration 　of 　100　nM 　of 　TQ 　induced　significantly 　protection　againsl

10pM　Aβr42 　inducedω xicity 　on 　cul 田 red 　rat　primary　neurons 　Iested　by　Cell　TiIer−Gb
assay ．　We 　fUrther　exarnined 　the　intra−ce 【］u］ar 　Reactive　Oxygen　Species（ROS ）【evel 　and

showed 　that　the　increase　level　ofROS 　produced 　by　incubation　ofprima 〔y　cortjcal 　neu −
rons 　wi 山 A β1．42　is　dramatica【ly　reduced 　in　ceUs 　subj 巳cted 匸o　TQ ，　and 　we 　found　that　TQ
signiHcantly 　inhibited　A βlm 　induced　mitochondria ］membrane 　potential　 collapse 　in
cultured 　hippocampal　neurons ．　Based 　on 　these　findings，　we 　proposed出飢 th已 and −oxi −
dative　action 　ofTQ 　may 　cQntribute 　to　the　prQtection　against 　A β一induced　oxidative 　dam −
ag 已，　TQ 　also 　restOred 　synaptic 　veside 　recyciing 　inhibition　tested　by 山 e　fluorescent　dye

FM143 ，　a皿 d　pa貫 iaHy　reversed 　the　 loss　of 　spon 田 neous 　activity 　proved　by 　Mu ］t囘 eo−
trode　array （MEA ）．　Furthermore 　w 巳 shovved 　that　TQ 　can 　inhibit　Afi1．42　aggregation 　by

Thiof】avint （ThT ）．　These 　beneficial　effects 　may 　contribute 　to 　the　protection　agains 直 A β
一

induced 　neurotoxicity ．　Toge 出 er，　our 　resutts 　suggest   t 山 e　naturat 　antioxidant 　TQ 　has

neurQprotection 　potentia【 and 　therefbre，　may 　be　a　promising　candidate 　 fDr　AD 　trea レ

ment ．

【目的】2，4一ジク ロ ロ フ ェノ キ シ 酢酸 （2，4−D ）は、有機 塩素 系農薬 として 世界中で

広 く使 用 されて きた。その 浄化 方法 の 中で微生物 を用い たバ イオ レ メ デ ィエ
ー

シ ョ ン は経 済的 な観点 から有効 な手段 と して期待 されるよ うに な っ た。しか し、
こ れまで 2，4−D 分解 に つ い て の 研究 は数 多 く報告 されて きたが、実 際 に土壌 を

用 い た分解 につ い て は報告 の事例が 少 ない 。そ こ で 本研 究で は 模擬 汚染土 壌 を

用 い た2，4−D 分解実験 を実験室規模で 行い 、　C ”priavidzas　oxalatieus 　sp ．Yl 株の バ イ

オ レ メ デ ィ エ ーシ ョ ン 実用 化 に お い て 必要 な分 解 条件の検 討 を 行 っ た 。
【実験 方法及 び 結果 】2，4−D を土壌 に 吸 着 させ 、2，4−D の 最 終濃 度 が ［OO　mgtkg 一乾
土 の 模擬 汚 染 土 壌 を作 製 し た。滅菌 と非 滅菌 の 両 方 の土 壌 を用 意 し、YI 株以 外

の 菌 が 2，4−D 分 解 に 与え る 影 響 に つ い て 検討 した 。用 意 し たそ れ ぞ れ の 模擬 汚

染 土壌 に Y 且株の 培養液 を接種 し 、暗所で 静置培養 した。そ の 後、土 壌 中の 残留

2，4−D 濃度 と生 菌数 を 評価 し た。そ の 結果．Y1 株 を接種 し た滅 菌土 壌 お よび 非

滅菌土 壌 に お い て も2．4−D の 分解 と濃度の 減少 に 連動 した 生 菌数の 増加 が確 認

で きた 。他方、Yl 株 を接種 しなか った 非滅菌土 壌で も2，4−D の 分解 が確 認で き

た もの の 、完全 な分解 に ま で は至 ら なか った 。さ らに 、非 滅菌 土 壌に Y 且株 を接

種 した 系の 方が 、滅 菌土 壌 に Yl 株 を接種 した系 よ り早 く2，4−D を分解 した 。こ

れ は Yl 株 が他 の 菌 と競 合 す る こ とな く効 率的 に 2，4−D を分 解で き る こ とを 示 し

て い る。以 上 の 結 果 よ り、Y1 株 は土 壌環境 に お い て も2，4−D を 分解 する 能力を

有 して い る こ とが 示唆 され た。
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【目的 】近 年、人 や 野 生 動物の 内分沁作用 を攪乱 し 、生 殖機能阻害、悪性 腫瘍等

を 引 き起 こす可 能性の あ る環境 ホ ル モ ン 類に よ る環 境汚染が 世界的に 問題 とな

り、生化 学 的 処 理 に 関す る研究 が 多数 行わ れ て きて い る 。白色 腐朽 菌に よる 環

境 ホ ル モ ン類 分解 機構 を 解明す る た め 、高活性 リ グ ニ ン 分解菌 Phanerochaete

sordida 　YK −624 株 に よる リ グ ニ ン分解酵 素非産 生 条件下 に お ける ビ ス フ ェ ノー
ル A （BPA ）の 分 解実 験 を行 っ た 。
【方法

・
結 果】培 養4 日後の 培地 に 且 mM 　BPA を 添加 し、さ らに 培養を 行った と

ころ 、BPA 添加後培養 7 日 目に 約 80％ の BPA が 除去 され た 。そこ で 主要 代謝産

物 の 同 定 を試 み た と こ ろ 、BPA の 水酸化物 で ある 4−（2−（4−hydroxyphenyl ）propar1
−

2−yl）benzener1．2−diolで あ る こ とが 判明 した 。ま た 本反 応 は シ トク ロ ム P45e 阻害

剤で ある ピペ ロ ニ ル ブ トキ シ ドの添 加 に よ り阻 害さ れ た。本 BPA 水 酸化 物は さ

らに 代謝 され て い る こ とが 予想 され た た め 、BPA 水酸 化物 の合 成 を行 い 、　 BPA

水酸化物の 分解及 び分解産物の 同定 を行 っ て い る。

【目的】生 物電気化学 シス テ ム （BES ｝の 代表例 と して ，微生物燃料電池 （MFC ）が

注 目され て い る 。底泥 中に 電極 （ア ノ
ー

ド）を埋 設 し、上部水 中の 電極 （カ ソー
ド〉と 回路 形成する こ とで 発電する セ ジメ ン ト型微生物燃料電池〔SMFC ）で は ．
電流産生 と と もに 底泥中 へ 酸化力が供給 される もの と考 えられて い る。本研究

で は 、BES を応用 した 底泥改質の 可能性を検討する こ とを目的 に、地球温暖化

ガ ス （GHG ）で あ る メ タ ン を例 に、その 底泥か らの 発生抑制効果 を観察 し、底泥

改質へ の BES 適用 に 関する基礎的検討 を行 っ た。
【方法】PET ボ bル に 養魚場底泥 をもとに調整 した土壌を充填 して グ ラ フ ァ イ ト

板 製電極を埋 設 し、上 部に は 希釈 した無機塩 培地 を潅水 させ て もう
一

方の 電極

を設 置 した 。両電極 を抵抗 を介 して 接続 しSMFC を構築す る とともに、ポ テ ン

シ オ ス タ ッ トを 用い て 任 意に 底泥中の 電極電位 を設定可能 なBES リ ア ク ターを

構築 した 。発生 す る電 流と 気相 メ タ ン ガ ス 濃度をモ ニ タ リン グす る とと もに 、
電極近 傍の 微生 物叢 を解析 した 。
【結果】メ タ ン生 成 の 基質と して酢 酸（4．8mmo1 ｝を底 泥に注 入 したとこ ろ 、電流

値 と気相 メ タ ン ガ ス 濃度 の 上 昇が 観察 された 。メ タ ン ガ ス 生成は．ア ノ
ー

ド電

位 を底 泥の 自然 電位 （お よそ一300mV （Eh ）） よ り高 く設定 した リア ク タ
ー

か らは

少ない 傾 向が認 め られ た。約 且年 間に わ た り埋設 した電極 の 近傍 で は、Archaea
が 相対 的に 減少 し、　Geobacteraceae が増加するな どの 菌叢変化が観察 され た。こ

れ らの 結 果は、メ タ ン ガ ス 発生 抑制に おける 一
定の 効果を示す もの で あ り、BES

に よ る底泥 改質技術 の 構築 が可 能と 考え られ た 。
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